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一般質問

の
に
部
署
が
ま
た
が
り
、

わ
か
り
づ
ら
い
。
全
体
像

を
説
明
し
、
意
見
を
受
け

付
け
、
対
応
を
見

え
る
化
し
て
は
。

都
市
整
備
部
長

　
議
員
提
案
を
参

考
に
研
究
・
検
討

す
る
。

議
員　
「
児
童
福

家庭保育室保育料軽減
 助成金のさらなる拡充を
「助成額の大幅な改善を図る」

石川 清明 議員

子
育
て
支
援

雇
用
の
安
定
に
必
要
で
は

「
国
の
制
度
へ
加
入
促
進
を
図
る
」

高
橋 

秀
樹 

議
員

中小企業退職金

議
員　

保

護
者
か
ら
、

認
可
保
育

園
と
家
庭

保
育
室
の

不
公
平
感
を
訴
え
る
声

や
、
よ
い
と
こ
ろ
を
考
慮

し
て
選
べ
る
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
訴
え
る
声

を
耳
に
す
る
。
し
か
し
、

保
育
料
の
差
額
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
戸
田
市
に

お
け
る
家
庭
保
育
室
保
育

料
軽
減
助
成
金
の
さ
ら
な

る
拡
充
の
取
り
組
み
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
待

機
児
童
対
策
と
し
て
有
効

な
家
庭
保
育
室
保
育
料
軽

減
助
成
制
度
の
大
幅
な
見

直
し
を
図
り
、
25
年
度
予

算
と
比
べ
約
５
８
０
０
万

円
増
と
な
る
約
８
８
０
６

万
円
を
26
年
度
予
算
に
計

上
し
た
。
従
来
は
、
３
歳

未
満
児
を
持
つ
保
護
者
の

所
得
状
況
に
応
じ
て
３
階

層
に
分
け
助
成
額
を
決
定

し
て
い
た
が
、
よ
り
細
分

化
し
、
８
階
層
に
分
け
決

定
す
る
と
と
も
に
、
助
成

額
の
上
限
を
２
万
円
か
ら

議
員　

中

小
企
業
従

業
員
退
職

金
等
福
祉

共
済
制
度

（
中
退
共
）
は
、
従
業
員

の
定
着
化
に
よ
り
、
雇
用

の
安
定
、
従
業
員
の
福
利

厚
生
、
企
業
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
。
ま

た
、
企
業
は
法
人
市
民
税

や
雇
用
の
提
供
で
、
戸
田

市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
き
た
。
中
小
企
業
は
、

情報提供・窓口の一元化と
　　　対応の見える化を
「よりよい方法を研究・検討する」

金野 桃子 議員

街

　灯

議
員　

市

内
の
街
灯

が
暗
い
と

の
声
が
多

い
が
、
設

置
状
況
と
対
応
状
況
は
。

都
市
整
備
部
長　
道
路
照

明
灯
は
都
市
整
備
部
が
担

当
。
基
準
等
に
基
づ
き
、

市
道
に
５
７
５
０
基
設
置
。

国
道
、
県
道
は
別
に
あ
る
。

市
民
生
活
部
長　
防
犯
灯

は
市
民
生
活
部
が
担
当
。

要
綱
等
に
基
づ
き
、
市
道
、

私
道
に
１
８
２
０
基
設
置
。

国
道
、
県
道
は
な
い
。

議
員　
同
じ
道
を
照
ら
す

議
員　

年

々
、
巧
妙

化
し
た
手

口
で
高
齢

者
を
狙
う

「
振
り
込
め
詐
欺
（
母
さ

ん
助
け
て
詐
欺
）」
が
ふ

高
齢
者
を
狙
う「
母
さ
ん

 

助
け
て
詐
欺
」へ
の
対
策
を

「
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
犯
罪
抑
止
に
努
め
る
」

手
塚 

静
枝 

議
員

振り込め詐欺

▶
振
り
込
め
詐
欺
被
害

　

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
（
群
馬
銀
行
戸
田
支
店
前
）

▶
雇
用
の
安
定
、
福
利
厚
生
の
充
実
、

企
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
支
援
は
必

要
で
す
！

５
万
８
千
円
に
変
更
し
て

認
可
保
育
園
の
保
育
料
並

み
の
負
担
額
と
な
る
よ
う

改
善
を
図
る
。

議
員　

経
験
者
で
あ
り
、

資
格
を
持
ち
な
が
ら
就
労

し
て
い
な
い
潜
在
保
育
士

は
、
全
国
で
57
万
人
い
る

と
さ
れ
て
い
る
。
即
戦
力

と
も
な
る
潜
在
保
育
士
の

再
就
職
支
援
の
現
状
と
取

り
組
み
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
保

育
資
格
を
持
ち
保
育
現
場

を
離
れ
て
い
た
人
が

現
場
復
帰
し
や
す
い

よ
う
に
、
隔
日
勤
務

や
午
前
・
午
後
勤
務

な
ど
、
各
自
の
希
望

も
考
慮
し
た
働
き
や

す
い
勤
務
体
制
で
の

雇
用
形
態
を
考
え
て

い
き
た
い
。
さ
ら
に

現
場
復
帰
に
当
た
っ

て
の
不
安
解
消
の
た

め
、
担
当
課
の
保
育

士
等
に
よ
る
個
別
相

談
の
実
施
も
考
え
て

い
る
。

▼

保
護
者
に
よ
る
一
日
保
育
士
体
験
の
様
子

　
（
笹
目
川
保
育
園
）

個
別
で
退
職
金
制
度
の
制

定
は
難
し
い
。
本
市
の
中

退
共
は
５
０
７
社
、
８
３

０
０
人
が
加
入
し
て
い

た
。
①
中
退
共
を
廃
止
し

た
理
由
②
国
の
中
退
共
は

１
口
の
掛
金
が
高
く
、
企

業
の
負
担
が
大
き
い
③
公

益
財
団
法
人
や
他
市
と
共

同
で
運
営
は
で
き
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　
①
掛
金

積
み
立
て
と
市
の
補
助
で

運
用
し
て
い
た
が
、
運
用

利
回
り
が
悪
化
し
、
23
年

度
時
点
で
約
３
億
円
不
足

と
な
り
、
廃
止
す
る
こ
と

と
し
た
②
国
の
制
度
に
移

行
し
た
中
小
企
業
に
対

し
、
最
初
の
２
年
間
１
人

当
た
り
月
額
１
０
０
０
円

の
補
助
金
を
支
給
③
他
市

等
と
の
共
同
運
営
は
難
し

い
。

議
員　
①
総
合
評
価
方
式

で
は
、
地
元
企
業
が
落
札

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
災

害
時
の
対
応
や
除
雪
等
で

は
、
地
元
の
建
設
業
者
や

土
木
業
者
が
頼
り
に
な

る
。
地
元
業
者
へ
の
配
慮

も
考
え
て
は
②
騒
音
や
悪

臭
、
水
質
汚
濁
等
の
公
害

を
出
し
た
企
業
は
減
点
を
。

財
務
部
長　
①
市
内
企
業

の
受
注
拡
大
が
図
れ
る
よ

う
、
地
域
要
件
を
設
け
一

般
競
争
入
札
を
実
施
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、
市

内
の
下
請
け
を
選
定
し
た

場
合
は
、
評
価
し
て
い
る

②
法
令
違
反
と
な
ら
な
い

公
害
へ
の
減
点
は
困
難
。

公
共
工
事
と

地
元
企
業
の
育
成
は

祉
審
議
会(

戸
田
市
版
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
）」

は
子
育
て
政
策
を
考
え
る

大
事
な
会
議
。
①
ニ
ー
ズ

調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結

果
は
。
土
日
や
託
児
つ
き

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
追
加

開
催
を
②
保
護
者
の
声
を

政
策
に
反
映
を
③
児
童
福

祉
審
議
会
の
充
実
を
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
①

ニ
ー
ズ
調
査
の
回
収
率
は

43
・
７
％
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
一
団
体
４
名
、
個
人
４

名
。
土
日
や
託
児
等
追
加

開
催
を
検
討
す
る
②
総
合

的
に
分
析
し
て
反
映
す
る

③
具
体
的
に
検
討
す
る
。

議
員　
デ
ー
タ
は
公
開
だ

け
で
な
く
、
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
大
事
。
利
活
用
に

向
け
た
取
り
組
み
を
。

総
務
部
長　
今
後
は
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
提
供

を
拡
大
し
、
利
用
し
や
す

い
環
境
整
備
を
進
め
る
。

「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」

の
充
実
を

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

　
利
活
用
に
向
け
て

防犯灯

防犯灯

道路照明灯

道路照明灯

道路照明灯
▲市道には「道路照明灯」と「防犯灯」

が混在し、それぞれの部署が管理
していますが、わかりづらいです。

え
続
け
て
い
る
。

　

本
市
も
、
詐
欺
被
害
防

止
・
啓
発
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
被
害
に
遭
う

高
齢
者
が
後
を
絶
た
な
い
。

被
害
の
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
、
今
一
重
の
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

　

市
内
の
全
高
齢
者
世
帯

を
訪
問
し
て
、
振
り
込
め

詐
欺
へ
の
注
意
喚
起
を
促

す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
振
り
込

め
詐
欺
対
策
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
警
察
と
協
力

し
犯
罪
抑
止
に
努
め
て
い

く
。
ま
た
、
全
高
齢
者
世

帯
を
訪
問
し
注
意
喚
起
を

促
す
こ
と
は
、
す
ぐ
に
は

難
し
い
が
、
現
在
実
施
し

て
い
る
民
生
委
員
に
よ
る

訪
問
活
動
の
中
で
、
関
係

部
署
と
調
整
し
、
効
果
的

な
被
害
防
止
対
策
を
実
施

し
て
い
く
。

議
員　
出
産
直
後
の
母
親

が
育
児
疲
れ
や
精
神
的
不

安
定
か
ら
、「
産
後
う
つ
」

や
児
童
虐
待
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る
。

　

国
も
「
産
後
ケ
ア
」
の

必
要
性
を
挙
げ
、
出
産
後
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
の
、
産
後
に

焦
点
を
当
て
た
「
産
後
ケ

ア
事
業
」
を
進
め
て
い
る
。

本
市
の
現
状
と
、
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

福
祉
部
長　
産
後
う
つ
が

起
こ
り
や
す
い
２
カ
月
ま

で
に
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち

ゃ
ん
事
業
を
実
施
。
ま
た
、

家
事
・
育
児
支
援
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、
母
親

の
心
身
の
負
担
軽
減
を
図

っ
て
い
る
。
宿
泊
・
日
帰

り
等
の
支
援
は
今
後
、
国

の
動
向
を
見
守
る
。

産
後
ケ
ア
事
業
の

　
　
　
　
　

 

実
施
を


